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「ゆりかもめ」の由来 

冬になると鴨川にやってくるゆりかもめは、京都の冬の風物詩として親しまれ 

ています。「伊勢物語」の中では、“都鳥”と詠われ、古都にふさわしい余韻を 

含んでいます。その心和む鴨川の風景のように京都学習センターの機関誌が皆 

さんに親しまれるようにとの願いから“ゆりかもめ”と命名されています。 
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PC・スマートフォン・タブレットから見ることができます。 

ぜひチェックしてみてくださいね！ 

https://www.sc.ouj.ac.jp/center/kyoto/ 

*スマートフォン 

*タブレット 

の方はこちらから♪ 

放送大学京都学習センター 検索 

https://www.sc.ouj.ac.jp/center/kyoto/
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２０１９年度第１学期 学位記授与式 
ご卒業おめでとうございます！ 

９月２９日（日）、２０１９年度第 1 学期「学位記授与式」が京

都学習センターにて行われました。京都学習センターからは教養

学部５４名の方が卒業を迎えられました。 

職員一同、心よりお慶び申し上げます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

２０１９年度第２学期 入学者の集い 
２０１９年度第２学期「入学者の集い」が９月２９日（日）午後に開催さ

れ、多数の入学者の方にご参加いただきました。 

ＶＴＲによる学長挨拶のあと、京都学習センター所長より挨拶があり、続

いて事務長から学習センターの利用方法について、スライドを交えなが

ら説明が行われました。 

その後引き続き、京都学習センター客員教員の長岡慎介先生による入学

者歓迎特別ミニ講義「なぜ異文化を学ぶのか―私たちの常識／世界の非

常識―」が行われ、活気溢れる長岡先生の講義に、入学者の皆さんも熱心

に聞き入っておられました。 

学生証の交付のあと、図書・視聴学習室へ移動して、室内の見学や、放送

授業の視聴体験等が行われ、これからの学習に備えた質問などが多数寄

せられました。 

✿ 卒業生からひとこと ✿ 
生活と福祉コース 

●入学後、４年で卒業することを目指して勉強し、無事その願いが叶いました。仕事と授業の両立は「厳しい」
と思うことも度々でしたが、今はやり切れた充実感で一杯です。学び直しの良い機会でした。 匿名さん 

●７年がかりでやっと卒業です。ただ通信教育のため、他の方たちとの交流がなかった事は、とても残念に思っ
ています。最後の方は、記憶力も低下、大変でしたがなんとかやり抜けました。この気持ちを大事に、次につ
なげていきたいと思っています。 宇多了子さん 

●色々学習していく中で、今の社会問題等を知ることができた。学習したことが仕事で役立つこともあるので、
学んだことを活かしていきたい。 匿名さん 

生活と福祉コース １６名 

心理と教育コース １０名 

社会と産業コース  ９名 

人間と文化コース  ９名 

情報コース     ４名 

自然と環境コース  ６名 
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●３年次編入ではありましたが、働きながら勉強を続け、時にはくじけそうになりながらも、なんとか卒業でき、
ホッとしています。大卒資格をとり、次へのステップにする事を目的としていたので、これからも、一生勉強
を続けることを、亀のように、ボチボチと頑張りたいと思います。 匿名さん 

●全科の最後のコースを終えました。一番縁遠いコースと思っていましたが、年齢から考えて一番身近な、これ
からの生活に役に立つ科目が多かったと思います。心新たに引き続き選科生として、のんびり学びの世界にひ
たってみたいと思っています。 安中正夫さん 

心理と教育コース 

●８年前に３年次編入で心理と教育コースに入学しました。心理学をしっかり勉強したく認定心理士の資格も取
れました。在学できる年限に達した為、再入学しましたが、８年前の友人達はほとんど卒業してしまい、ちょ
っぴり寂しいですが…。 Ｒ・Ｉさん 

●５０代入学から約２０年継続入学を繰り返し、今回６回目の卒業です。今年“ゆりかもめ１００号記念”に少
しメッセージを書かせて頂き、良い記念になりました。ありがとうございました。 鎌田倫子さん 

●放送大学の授業内容は鮮度がよい。啓発されること多大である。時流を知るために、広く学んでいきたいと思
う。（８８、男） 匿名さん 

●２００２年に入学以来、自然と環境、人間と文化のコースをへて今回心理と教育コースの卒業となりました。
これまでの１７年間永かったようですが、実のところいつの間にかこうなっただけという感覚でした。先日、
今まで習った授業テキストを捜して本棚に並べてみると８０冊位、また面接授業には２０回以上参加していて
楽しかったこと、我ながら頑張ったこともあったのかといろいろと思い出し感無量でした。 橋本広義さん 

社会と産業コース 

●「やっと終わった」卒業が決まった時に思った正直な感想だった。２０代を目標も無く過ごし３０歳を境に一
念発起し入学。仕事と学業を両立させることは楽ではなかったが、４０歳を前に目標を達成できた自分を誇ら
しく思う。 江口禎さん 

●定年退職後に入学、１０年を経ての卒業となり、長すぎた感はありますが、今は、継続し卒業できた事を素直
に喜んでいます。今後は、もう少し「やる気」を出して、別コースを学んでいきたいと思っています。 
 大槻富夫さん 

●先は長いように思いましたが、コツコツとやっていたら、あっという間に卒業を迎えることが出来ました。大
学を中退しましたが、放送大学に入り直して、その清算が出来たような気がします。また欲が出て大学院でお
世話になるかもしれません。（笑）ありがとうございました。 あぶりウナギさん 

●３年にわたりお世話になりました。皆様方の学習に対する意欲、姿勢に刺激を受けました。又、講師の先生方
の講義はとても楽しく充実した時間でした。ありがとうございました。 匿名さん 

人間と文化コース 

●単位認定試験を京都学習センターで快適にうけることができました。ありがとうございました。来期からも分
野をかえて継続して学んでいきたいと思います。 麻清司さん 

●５０才に入学し還暦を迎え来年は古希です。有難う御座いました。また新しい学習の軌跡を記憶に残せれば嬉
しいです。 奥野晶三さん 

●放送大学でのたくさんの学問との出会いは人生を豊かにしてくれました。それぞれの専門に対する先生方の学
識の深さや情熱に大変感銘を受けました。継続入学をしてこれからも学びを続けていきたいと思います。 
 高島敏子さん 

情報コース 

●卒業、素直に嬉しいです。面接授業時の弁当。単位認定試験期間のコーヒー。心折れそうな時の叱咤激励。家
族の協力に感謝、感謝です。 三木英義さん 

自然と環境コース 

●生活と福祉コース、心理と教育コースに続いて、今回３回目の卒業となりました。自然と環境コースでは生物
学を学びました。放送大学はいろんな科目があり、自分の興味や関心のある分野を学べることが魅力です。あり
がとうございました。 手塚英世さん 

●継続入学し、又楽しく学びます。体力・気力がいつまで持ちますか… ¡ やるっきゃない ! ＴＡＭさん 

●生涯学習の一環として、学ぶことの楽しさを実感しています。意欲ある限り続けたいと思っています。 
 横沢眞覩さん 
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特別講義・定期講座 
１１月～１月も特別講義・定期講座を開催します。京都学習センター所属の学生ならどなたでも受講料無料

で受講できますので、どうぞお気軽にご参加ください！ 

・特別講義：１回完結型の講義です。 

・定期講座：３回１セットで構成されており、3 回全てに出席できることが受講条件となります。 

＊特別講義・定期講座を受講しても、単位修得にはなりません。 
＊資料だけのお渡しはできません。 

＊受講希望の方は、以下をよく確認のうえ、ご参加ください。  

受 講 対 象 者 

京都学習センター所属の在学生（休学中は受講不可） 

受 講 申 込 受 付  先着順  

・日 時：講義当日（定期講座は第 1 回当日）の講義開始３０分前～ 

・場 所：講義室前 

・受付時に必要なもの：学生証【必携】 

当日の講義開始３０分前より講義室前で受講申込の受付を開始し、定員になり次第締め切ります。受付

では本人確認のため、学生証を提示してください。学生証を忘れた場合は、必ず事前に事務室で本人確

認を受けてから受付を行ってください。代理での受付は不可です。 

☆定期講座について☆ 
第１回当日は受講申込の受付、第２回・第３回は出席確認の受付を行います。３回全てに出席できる

ことが受講条件のため、第２回以降から受講開始することはできません。 

遠隔教室について 

講義室（定員５０名）が満席になった場合に限り、遠隔教室を開場します。 

ただし、遠隔教室を設けない講義もあります。遠隔教室（会議室）は、講義室で行われる講義をリアル

タイムに見ることができます。テレビ会議のようなシステムですが、スクリーンに映し出した映像と音

声での受講となり、講義中の質疑応答はできません。 

遅 刻 に つ い て 

遅刻は理由にかかわらず「講義開始後５分まで入室可」とし、以降は入室できません。 
 
 

:: 特 別 講 義 ::  

1．食品代謝バイオテクノロジー 

担当教員 植田 充美 先生（京都大学大学院農学研究科教授） 

開催日時 １１月１２日（火）１３：００～１５：００ 

講義内容 
ヒトの代謝は、食品食物の糖・脂質・タンパク質の分解を中心に動いています。それぞれ

の代謝・分解について、身近な話題も交えて詳述します。 

場所／定員 講義室 ／ ５０名（遠隔教室なし） 
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２．イスラーム世界論②スンナ派とシーア派 

担当教員 長岡 慎介 先生（京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科教授） 

開催日時 １１月１９日（火）１４：００～１６：００ 

講義内容 

約１８億人の信徒を抱えるイスラームには、他の宗教と同じように様々な宗派がありま

す。スンナ派やシーア派はその代表的な宗派です。この講義では、イスラーム独自の宗派

の成立メカニズムと各宗派の特徴を学ぶとともに、宗派が関わっていると考えられる

様々な政治的・社会的事象（例：イラン・イスラーム革命、現在中東で起きている「宗派

対立」）の本質について考えてみたいと思います。 

場所／定員 講義室 ／ ５０名 

 

３．事例から死因を考えてみよう 

担当教員 羽竹 勝彦 先生（奈良県立医科大学名誉教授） 

開催日時 １１月２８日（木）１３：００～１５：００ 

講義内容 

内科や外科などは臨床の学問で、病気になれば病院に行き、患者さんからの症状を聞き、

色々な検査を行って、病名を診断し治療を行います。法医学は死を扱う学問です。通常は

死亡して発見された人の死因や死亡にいたる様態を考えます。言葉を発しないので生前

にどのような病気にかかっていたのかはわからないことが多いので、外表の検査や死体

現象など観察し、解剖して死因など色々と明らかにしていくのが常です。本講義では実際

の事例を通して、どのように死因や死亡様態を考えていくのかをお話しします。 

場所／定員 講義室 ／ ５０名 

 

４．「保健師」という職業 

担当教員 高城 智圭 先生（京都看護大学大学院准教授） 

開催日時 １２月１３日（金）１０：００～１１：３０ 

講義内容 

みなさんは「保健師」という職業をご存じですか。 

保健師助産師看護師法に規定されている看護職には 3 つの職業があります。3 職種の中

で最もマイナーで、わかりづらいと言われるのが「保健師」です。出会ったこともないと

いう人も多いと思います。しかし実は保健師の活動は病気や障害の有無にかかわらず、老

若男女すべての住民さんを対象としているので、どこかで保健師にかかわったことがあ

る人はおられるはず。 
「保健師」が何者か、どんなことをしているのか、ご紹介したいと思います。 

場所／定員 講義室 ／ ５０名（遠隔教室なし） 

楽しい学習となるよう、皆様の 

ご協力をよろしくお願いいたします☺ 
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５．臨床心理学と精神医学をめぐる冒険③ 
—神経症①（全般性不安症、パニック症、社交不安症、強迫症など） 

担当教員 平尾 和之 先生（京都文教大学臨床心理学部教授） 

開催日時 １２月１７日（火）１０：００～１２：００ 

講義内容 

私たち人間はさまざまな精神現象や常とは異なる心理状態を経験することがあります。

このような精神現象や心理状態に向きあい、その癒しを探求してきた領域が精神医学で

す。統合失調症、うつ病、さまざまな神経症、摂食障害、アルコール・薬物依存症、パー

ソナリティ障害、そして認知症や発達障害といった精神疾患は、現代を生きる私たちにと

ってまさに身近な存在となっています。 

今年度の特別講義では「臨床心理学と精神医学をめぐる冒険」シリーズを開始し、臨床心

理士・精神科医としての経験を踏まえながら、さまざまな精神疾患について 1 つ 1 つお

話します。第３回は不安をベースとする神経症圏の疾患について、みなさんと一緒に考え

てみたいと思います。 

場所／定員 講義室 ／ ５０名 

 

６．昆虫ミメティクス：昆虫に学ぶ 

担当教員 佐久間 正幸 先生（京都大学名誉教授） 

開催日時 １２月１８日（水）１３：００～１５：００ 

講義内容 

昆虫の小さな体の中には、我々と互角に競争できるほどの、沢山の知恵と工夫が隠されて

いる。見過ごしてしまっては、申し訳ないし、もったいない。今回は、その中でも、接着

や超撥水などナノテクノロジーに通じる微細構造や、ロボットの制御に応用できる視覚

制御機構など、応用可能な、またすでに応用されているいくつかの例をとりあげる。そし

て昆虫ロボットを作ることから、メカニズムの仮説を証明しようとする、バイオロボティ

クスについても紹介する。 

場所／定員 講義室 ／ ５０名（遠隔教室なし） 

 

７．親子のつながりを再考する――名著から学ぶ文化人類学入門 

担当教員 杉島 敬志 先生（京都学習センター所長・京都大学名誉教授） 

開催日時 １２月１９日（木）１０：００～１２：００ 

講義内容 

『バロマ――トロブリアンド諸島の呪術と死霊信仰』（1981 年、未来社）はＢ・マリノ

フスキによるメラネシア・トロブリアンド諸島の転生を繰り返す霊（バロマ）に関する民

族誌の名著である。また、妊娠することの原因を性交ではなく、バロマが――「処女懐胎」

のように――女性の胎内に入り込むことに求める人びとの民族誌としても秀逸である。

今回の講義で焦点を合わせるのは後者の側面である。講義では『バロマ』の読解とともに、

家族・親族研究の入門書として定評のあるＲ・Ｍ・キージングの『親族集団と社会構造』

（1982 年、未来社）を併用し、父と子の血のつながりを認めないトロブリアンド諸島の

ような事例をふくめ、人類の多様な家族・親族組織の理解をめざす文化人類学的な研究の

枠組みについて概説する。 

場所／定員 講義室 ／ ５０名（遠隔教室なし） 
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８．前頭葉眼窩部とはどんなところ？ 

担当教員 船橋 新太郎 先生（京都大学名誉教授） 

開催日時 １２月２５日（水）１０：００～１２：００ 

講義内容 

前頭葉眼窩部は前頭葉の下面の眼窩に面した部分で、腹側前頭前野とも呼ばれ、前頭連合

野の一部分です。脳の働きを「知、情、意」で表現すると、外側部が「知」に関わる部分

に対して、眼窩部は「情」に関わる部分に分類されます。自分自身の感情表出や感情理解、

他者の感情の理解、選好性の判断、意思決定などに関わる重要な領域です。この部位が私

たちの意思決定にどのように関わるかを中心に、前頭葉眼窩部の働きを説明したいと思

います。 

場所／定員 講義室 ／ ５０名 

 

９．韓国のことわざ 

担当教員 徐 民靜 先生（京都外国語大学非常勤講師） 

開催日時 １月 ７日（火）１０：３０～１２：００ 

講義内容 

今回の特別講義では、韓国のことわざについて紹介します。ことわざは韓国語で「俗談（ソ

クタム）」と言いますが、俗談の由来は、中国伝来のものもあれば、庶民の歴史とともに

作られたものもあります。このように作られた俗談には、当時の庶民たちの考え方などが

含まれています。昔から伝わる韓国の俗談について紹介しながら、俗談の意味（使われて

いる言葉の意味など）を解説していきます。また、今の韓国で新しく作られた、俗談とも

言える新造語（略語など）についても紹介します。 

場所／定員 講義室 ／ ４０名（遠隔教室なし） 
 

:: 定 期 講 座 :: 
１０．『茶湯逸話集』を読む 
担当教員 生形 貴重 先生（千里金蘭大学名誉教授） 

開催日時 
第１回１１月 ７日（木）１０：３０～１２：００ 
第２回１２月１２日（木）     〃 
第３回 １月 ９日（木）     〃 

講義内容 久田宗全の編集になる茶湯逸話集を読み続けます。１０月に引き続いての講読です。 
この作品の講読が、全話読み終わりましたら、利休の手紙を講読します。 

場所／定員 講義室 ／ ５０名 

 

１１．「狂言」を楽しもう！！Vol.2 

担当教員 小笠原 匡 先生（能楽師狂言方和泉流・千葉大学客員教授） 

開催日時 第１回１１月１２日（火）１０：３０～１２：００ 
第２回１２月２０日（金）     〃 

講義内容 
ユネスコ世界無形文化遺産として我が国最初に認定を受けた、日本が誇る世界が認めた
伝統芸能である「狂言」の、その多彩なレパートリーから代表曲を選び、見どころや劇中
の簡単な台詞扱いや、歌を楽しく学びます。 

場所／定員 講義室 ／ ５０名 
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11 月・12 月・1 月の学習懇談会 
修学上の相談や、学習内容についての相談・質問などがある方は、京都学習センター客員教員による学習懇

談会をご活用ください。予約・申し込みは不要です。開催場所は当日学習センターのエレベーター前のホワ

イトボードに掲示してお知らせします。どうぞ、お気軽にご参加ください。 

教員／専門分野 開 催 日 時 間 

 

植田
う え だ

 充美
みつよし

 先生 
バイオテクノロジー 

１１月▶ ５日(火) １２日(火) １９日(火) 

１２月▶１１日(水) １８日(水) ２５日(水) 

１月▶ ７日(火)  ８日(水) １５日(水) 

10:00～12:00 

 

生形
うぶかた

 貴重
たかしげ

 先生 
茶道文化論・中世日本文学 

１１月▶ ７日(木) 

１２月▶１２日(木) 

１月▶ ９日(木) 

13:00～14:30 

 

小笠原
お が さ わ ら

 匡
ただし

 先生 
能楽師狂言方和泉流 

１１月▶ 開催なし 

１２月▶２０日(金) 

１月▶ 開催なし 

12:00～14:00 

 

鎌田
か ま た

 東二
と う じ

 先生 
宗教哲学・民俗学 

１１月▶ 開催なし 

１２月▶  〃 

１月▶  〃 

― 

 

佐久間
さ く ま

 正幸
まさゆき

 先生 
昆虫行動生理学 

１１月▶ ５日(火) １２日(火) １９日(火) 

１２月▶１１日(水) １８日(水)* ２４日(火) 

１月▶ ８日(水) １８日(土) 

14:00～16:00 

（*15:15～17:15 ） 

 

徐
そ

 民 靜
みんじょん

 先生 
日韓対照言語学 

１１月▶１２日(火) ２６日(火) 

１２月▶２４日(火)* 

１月▶ ７日(火) １４日(火) 

12:30～14:00 

（*10:30～12:00 ） 

 

高城
た か ぎ

 智圭
ち か

 先生 

公衆衛生看護学 

１１月▶２９日(金) 

１２月▶ 開催なし 

１月▶１４日(火) 

10:00～12:00 

 

長岡
ながおか

 慎介
しんすけ

 先生 
経済学・比較経済史・経済思
想・イスラーム地域研究 

１１月▶１２日(火) １９日(火)* ２６日(火) 

１２月▶１７日(火) 

１月▶１４日(火) 

15:30～17:30 

（*16:00～17:30 ） 

 

羽竹
は た け

 勝彦
かつひこ

 先生 
法医学 

１１月▶２８日(木) 

１２月▶２４日(火) ２６日(木) 

１月▶ ７日(火)  9 日(木) 

(11 月)15:30～17:30 

(12 月)13:00～15:00 

(1 月). 15:00～17:00 

 

平尾
ひ ら お

 和之
かずゆき

 先生 
臨床心理学・精神医学 

１１月▶２６日(火) 

１２月▶２４日(火) 

１月▶１４日(火) 

10:00～12:00 

 

船橋
ふなはし

 新太郎
し ん た ろ う

 先生 
神経科学・認知神経科学 

１１月▶２６日(火) 

１２月▶２５日(水)* 

１月▶１０日(金) 

10:00～12:00 

（*13:00～15:00 ） 

 

三重野
み え の

 文晴
ふみはる

 先生 
アジア経済・途上国の経済 

１１月▶ 開催なし 

１２月▶  〃 

１月▶  〃 

― 
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面接授業（スクーリング）について 
面接授業は、教員から直接指導を受ける授業で、全国の学習センター等において開講しています。 

科目登録決定後、定員に余裕のある科目については、追加登録を行います。学習センターにより登録の手続

きが異なるため、必ず登録を希望する科目を開設している学習センターに確認してください。 

面接授業開講期間：令和元年１０月１９日（土）～令和２年２月２日（日） 

追加登録の日程 
 空席発表 １０月１９日（土）１２：００ 

空席状況は、システム WAKABA または学習センター掲示板でお知らせします。 

 登録期間 １０月２５日（金）～科目ごとに定められた受付期日まで 

※２月開講の授業は、１月１９日（日）まで 

 登録に必要なもの・・・学生証（コピー不可）・授業料（１科目 5,500 円） 

追加登録初日 京都学習センターにて抽選を行います。 

１０：３０ 受付開始（事務室入口前） 

１１：００ 抽選開始（抽選会場：京都学習センター講義室） 

抽選会終了後 まだ空席がある科目は追加登録期間中、先着順で受付をします。 

郵送による申請も一部認めています。詳細は面接授業冊子を確認してください。 
 

通信指導について 
通信指導とは、履修している放送授業科目から、学期の途中に１回一定の範囲で出題され、答案を提出して

担当教員の添削指導を受けることです。合格すると単位認定試験が受けられます。 

通信指導問題は印刷教材と一緒に本部から送付されます。 

１１月５日までに届かない場合は、大学本部☎043-276-5111〔総合受付〕に連絡してください。 

＊提出期間＊ 郵 送：１１月１５日（金）～１１月２９日（金） 大学本部必着  

   W e b：１１月８日（金）１０時～１１月２９日（金）１７時 

＊添削結果＊ 返送時期：１２月末～１月上旬 

単位認定試験について 
１月２１日 １月２２日 １月２３日 １月２４日 １月２５日 １月２６日 １月２７日 １月２８日 １月２９日 １月３０日 

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 

大学院※ 大学院 学部 臨時閉所日 学部 学部 閉所日 学部 学部 学部 

※看護師資格取得に資する科目（夏季集中型）の再試験日 

＊試験会場＊ キャンパスプラザ京都内講義室等（予定） 

やむを得ない事情等で受験センターを変更する場合は、下記の①または②の方法で手続きをしてください。 

①システム WAKABA 
受付期間：１０月１日（火）９時～１２月２日（月）２４時 

②「単位認定試験受験センター変更願」を提出（学生生活の栞巻末様式 11） 

受付期間：１０月１日（火）～１１月２５日（月）大学本部必着 

提 出 先：大学本部学生課単位認定試験係 

※受験センター変更の許可は、１２月下旬に「受験センター変更許可通知書」にて通知されます。 
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図書・視聴学習室からのお知らせ 
単位認定試験期間中は、図書・視聴学習室の利用時間が通常と異なります。ご注意ください。 

期 間 曜 日 利 用 時 間 

通 常 期 間 火曜日～日曜日 ９：３０～１８：００ 

単位認定試験期間 火曜日～日曜日 ８：４５～１８：４５ 

＊単位認定試験期間中〈１月２１日（火）～１月３０日（木）〉は、学習用のパソコン（５台）の利用を停

止します。 

++ 図書・視聴学習室からのお願い ++ 

* 室内へは貴重品・学習に必要なもの以外の持ち込みはできません。 

* 飲食物の持ち込みは厳禁です。 

* 入室する際は、ロッカーに荷物を預けてください。 

* 室内では携帯電話の電源はお切りください。 

* 放送教材の視聴や視聴用 PC・タブレットを利用する際は、必ず受付カウンター

で手続きを行ってください。 

* 持込みのパソコン・タブレット等の電源使用は、放送授業視聴時のみに限ります。 

* 印刷教材や図書等への書き込みは厳禁です。 

* 一人で複数席の利用は控えてください。 

快適に利用できるよう、皆様のご協力をよろしくお願いいたします。 

事務室からのお知らせ 

:: 年末年始閉所日について :: 

キャンパスプラザ京都休館日に伴い、年末年始の以下の期間は閉所いたします。 

 令和元年１２月２８日（土）～令和２年 １月 ４日（土） 

また、１２月２７日（金）は年末の大掃除および事務処理のため、事務室および図書・視聴学習室のご利

用は１５時までとさせていただきます。 

:: 学生証の発行について :: 

学生証は、単位認定試験や面接授業の追加登録、図書・視聴学習室を利用する際などに必要です。所属学

習センター窓口で、必ず発行・交付を受けてください。 

【有効期限】 全科履修生：２年間、選科履修生：１年間、科目履修生：半年間  

有効期限が切れた学生証は無効です。学籍が継続する場合（休学中含む）や再入学された場合は、必ず新

しい学生証を受領してください。 

☑ 新規または継続入学生 ・・・入学許可証を提示してください。 

☑ 在学生（有効期限切れ）・・・有効期限の切れた学生証を持参してください。 

顔写真の登録手続きを行っていない方は、「写真票（様式１２）」を本部学生課に郵送するか、システム

WAKABA から顔写真の登録をお願いします。システム WAKABA への顔写真反映後に学生証の発行が可

能となります（郵送の場合は１ヶ月ほどかかります）。 
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:: 台風接近等による臨時閉所について :: 
京都市に暴風警報・特別警報が発令された場合、京都学習センターは下記のように対応いたします。 

※大雨警報の場合は開所します。 

※面接授業・単位認定試験の場合は、対応が異なります。 

警報解除の時刻 開・閉所の措置 

午前８時まで 通常通り開所 

正午（１２時）まで 解除後２時間後から開所 

正午（１２時）以降 終日閉所 

開所中に当該警報が発令された場合は、直ちに閉所します。 

警報発令時には、京都学習センターホームページでの発表を確認してください。 

:: 無線 LAN 接続のサービスについて :: 

学習センターでは、無線 LAN 接続（Wi-Fi）を利用することができます。これにより、学生個人でお持ち
のパソコン、タブレット端末やスマートフォンが学習センター内で利用しやすくなっています。 
利用申請は、以下のとおり、手続きをしてください。 

１．研修受講 
e-ラーニングのサーバーセキュリティ研修を受講する。 

２．利用申請書提出 
「無線 LAN 利用申請書」に必要事項を記入し、所属学習センターの事務室窓口へ提出する。 

※情報セキュリティ研修の「修了証」を提示すること 

３．利用許可書発行 
※Wi-Fi 接続に係るパスワードは変更不可 

４．機器の設定 
交付された「無線 LAN 利用許可書」の内容に基づき、ご自身の PC・タブレット等を設定する。 

一部のセンターを除き、他学習センターでも同じ ID・パスワードでインターネット接続が可能。 

:: 職員に異動がありました ::
○●○退職しました○●○ 

内海 美保子 
６月３０日付で退職いたしました。  
日々学生の皆様が熱心に学ばれる姿を拝見し、自分自身も元気とパワーをいた
だいておりました。２年 1 カ月という短い間でしたが、このような恵まれた環
境で勤務させていただいたことに大変感謝しております。本当にありがとうご
ざいました。 

金山 路 
９月３０日をもちまして退職いたしました。あっという間の５年間でしたが、私にとって愛着のある職場
でしたので、とても寂しく思います。 
悲喜こもごも、いろんなことが思い出されます。 
至らないところも多々ありましたが、私自身は、これまで出合った数多くの学生のみなさま、客員教員の
先生方、そのほかたくさんの方々との思い出が、すべて楽しく良いものであったこと、心から感謝申し上
げます。大変お世話になりました。 
今後も、京都学習センターが、みなさまの生涯学習の場として、新しい発見と前進あることをお祈りいた
しております。 

○●○着任しました○●○ 

佐竹 紀子 
こんにちは、１０月１日から勤務させていただく、佐竹紀子（さたけ のりこ）と申します。 
京都学習センターをご利用の皆さまのお役に立てるよう努めてまいります。 
どうぞよろしくお願いいたします。 

放送大学自己学習サイト「情報セキュリティ研修」 
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初心者のためのパソコン勉強会 
パソコンクラブの方々のご好意により、京都学習センター所属の学生限定で、『初心者のためのパソコン

勉強会』を実施します！！パソコンは学習センターで準備しますので、お気軽にご参加ください。 

放送授業の視聴や『システム WAKABA』を使った教務情報の閲覧、各種申請など、パソコンを使うとさま

ざまなサービスを利用することができます。 

電源の入れ方から始めますので、パソコンの使い方が全く分からなくても大丈夫です。操作方法などを繰り

返し学習できます。 

『パソコンは苦手…』という方、この機会に挑戦してみませんか？ 

 ＊＊ 開催日程 ＊＊ （①または②のどちらかを選んでください） 

① ２０２０年 １月 ９日（木） １２：３０～１５：３０ 

② ２０２０年 １月１４日（火） １２：３０～１５：３０ 

【申込期間】１２月２０日（金）～１２月２６日（木）〈定員になり次第締切〉 

【申込方法】事務室窓口もしくは電話（075-371-3001）にて受付 

【定  員】各２０名（先着順） 

【場  所】京都学習センター 講義室（キャンパスプラザ京都３階） 

～*～*～*～ インターネットを使ってできること ～*～*～*～ 
「システム WAKABA」は、学籍情報の閲覧や各種申請が行えます。また、大学や学習センターからのお

知らせも掲載されます。 

「学生メール（Gmail）」は、Web ブラウザを利用した電子メールシステムで、パソコン・

スマホ・タブレットで使えます。学生全員にメールアドレスが割り振られており、放送大

学から随時、修学関連の連絡をしています。定期的に確認する習慣をつけましょう！ 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 

①放送大学ホームページ[https://www.ouj.ac.jp/]の『○> システム WAKABA』または『○> メール（Gmail）』をクリック 

②『ログイン ID』と『パスワード』を入力して、ログイン！ 

システム WAKABA 

学生メール（Gmail） 

参加費 

無料 

https://www.ouj.ac.jp/
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2019 年度第 1 学期 入学者歓迎特別ミニ講義 
２０１９年 3 月２４日（日）に実施された入学者の集いにて、元客員教員の井上 深幸 先生（２０１４年

度～２０１８年度）による入学者歓迎特別ミニ講義「介護の変遷」が行われました。 

どんな講義が行われたのか、その内容をご紹介いたします。 

介護の変遷 

                       放送大学京都学習センター 

客員教授  井上 深幸 

  

こんにちは。紹介いただきました井上です。ご入学おめでとうございます。今日は、「介護の変

遷」というテーマでお話をさせていただきます。介護は、近年、社会福祉の領域で扱われるテーマ

となっています。私はこの「介護」に焦点をあてて、5 年間特別講義と面接授業をしてまいりまし

た。本日は、この中の「家庭生活の変容と介護の社会化」についてお話させていただきます。 

まず、はじめに、介護のはじまりはどのようなことからなのかということについて、先史時代の

人間を対象にした人類学的視点に目を向けますと、175 万年前の人々も介護をしていたのだろう

と推論されています。この推論は、歯をほとんど失った後

も、長い間生きていたとされるホモ・エレクトス、北京原

人の化石が発見されたことによります。旧石器時代、当時

の食べ物は、狩りで得た獲物ですが、年をとると、狩りに

でることや自身で食べ物を用意することはできなくなり

ます。また、歯がなくなると、固さのあるものを食べるこ

とや噛み切ることはできなくなるはずです。それにもかか

わらず、長く生き延びたということは、仲間が柔らかい内

臓や骨髄を手に入れ、与えていなければ、生き延びられな

かったはずだと推測されています。 

 サルの共感能力を測定した実験では、仲間の行動をみる

とその脳と同じ部位が興奮します。しかし、自分との能力

の差を理解することができないため、危険を見抜いたり気

を配ったりすることはできないようです。類人猿は、ある

程度、他者の能力の程度を理解し行動しますが、積極的に

助けようとはしないようです。共感はできますが同情し、

手をかそうとはしなかったと考えられています。これに対

し、人間は、相手の置かれている状況にいち早く気付き、

一緒になって問題を解決しようとします。誰かを助けると

いう行為は、現代人につながる共感の心が、脳が、少し大きくなり始めたホモ・エレクトスの時代

にすでに芽生えていたと考えられています。このような共感能力の発展は、共同の子育てによって

発達したものだと推測されています。 

介護は、自分の命だけでなく、他者の命も大切に思う気持ちが原点になっており、「生命を守る

ための介抱」として行われてきました。この介抱は、共感能力が発達した人によって気配りや世話

として行われ、家族の役割、機能として継承されてきました。この家族の役割と機能として継承さ

れてきた「介護」は、「家事」と「家庭管理」という日常の家庭生活の行為として展開されてきま

した。 
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 事例をご覧ください。架空の高齢のご夫婦の事例ですが、ご主人が自宅で転倒し、高齢の方によ

く起こる骨折で入院されました。手術をして２週間で退院の予定です。ご本人は以前よりゆっくり、

何かを持って歩行できるので、早く退院したいとおっしゃっています。奥様は、リハビリテーショ

ン病院に移って、もう少しリハビリをしてほしいとの考えをもっておられます。自宅に帰るとご本

人は、主体的な生活を送ることができる、やすらぐといった個人生活、家族生活、社会生活が可能

になるわけです。しかし、奥さまは、着替え、食事等、少しずつ 介助が必要で今までとは違う家

庭生活を予測されているのですね。家庭生活は、ハウスキーピング(家事)とホームメーキング（家

庭管理）の二重のプロセスがあります。この生活は健康や体力、時間といった個人資源と社会制度

や経済的なこと、人間関係等によって違ってきますし、状況にあわせて生活を築き守るため、家族

員をあるべき生活のレベルにおくための準備が必要です。 

人々は、家族の中に生まれ、家庭で育まれ、新しい家

庭を形成しながら生き続けています。家庭は、家族員の

生命を維持するとともに、生活を築き、守る機能を持っ

て今日に至っています。子どもや老人、病人がいる場合、

食事の用意からそれぞれの手助けまでがひと連なりの

生活単位に抱え込まれて行われます。「着替え」も「身

の回りのこと」も「朝の準備」も、子育て労働であり、

介護労働として生きる営みを維持させるための共同的

な家庭内の労働であり、家庭管理の行為・活動でもあり

ます。日常生活の行為は、ハウスキーピング(家事)とホ

ームメーキング（家庭管理）の二重のプロセスにおいて、生活諸資源を有機的に組み合わせ、序列

化し、家族員をあるべき生活のレベルにおくための効果的な管理として展開されることで、幼児や

老人・病人・失業者らの生活も保障されるわけです。したが

って、生活を築き守る機能は、同時に、家族間の相互扶助の

機能であり、生活保障の機能でもあるわけで、介護は家族の

誰もが必要に応じて他の家族に行う相互扶助的なサービス

であり「家事機能に含まれた家族介護」として行われてきま

した。この家族による介護の歴史は、日本の文化として継承

されてきましたが、「養老律令」等の制度によっても家制度

による家族扶養という形で引き継がれてきました。 

 では、「介護」という言葉が、家事機能として位置づけら

れて使用されるようになったのは、いつ頃からでしょうか？1892 年に看護に対する別の用語とし

て「陸軍軍人傷痍疾病恩給等差例」の文書において使用されたのが始まりと考えられています。当

時の看護の考え方は「けが人や病人などの手当てや世話をすること」でした。1860 年代後半にお

こった戊辰戦争で、家庭婦人が負傷した兵士の看護にあたるなど、家庭の外で看護が行なわれるよ

うになってきました。負傷者の収容所として軍人病院が設立され、病院の中でも看護が行なわれる

ようになり、アメリカ人教育者や看護師を招いての近代看護の教育が展開されるようになりました。 

この専門教育による「看護」と、家族等が家庭で行う家事機能としての行為とを区別する必要性が

高まってきてことを背景に、「陸軍軍人傷痍疾病恩給等差例」の文書において看護に対する別の用

語として「介護」が使用されたと考えられています。1890 年通達で「常ニ看護ヲ必要トスルモノ」

が、1892 年通達では「常ニ介護ヲ必要トスルモノ」に改正されていることがわかります。以後、

介護は、家族機能としての「家族介護」の考え方とともに定着してきました。 

この後、公文書に登場した「介護」は、職業の場でも使用されるようになります。この過程は、

家政が職業化されていく過程でもありました。イギリスでは、19 世紀後半頃から女子の高等教育
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と同時に 職業教育が行われ栄養士やデザイナー、家政婦等が養成されるようになりました。この

影響を受けて、日本でも明治 18 年に共立女子職業学校が設立され、従来からの女子の高等教育と

同時に、職業教育として家庭生活やそれに準ずる生活に必要な知識や技術が教えられるようになり

ました。もともと家庭で行われていた衣食住に関することや育児、看護などの一部または全部が家

庭の外で行われるようになるのは、社会経済や、生活様式の変化によるわけで、こういった事態に

国家・社会が講じた対応策が、女子の高等教育と同時に職業

教育を施すことでした。栄養士は学校、会社、病院、寮など

の食堂などに就職し、献立・調理にあたり、デザイナーは被

服関係の企業に勤め服飾や服の製作に従事し、保母は保育所

や老人ホームなどで乳幼児の養育や寮母として老人の介護

にあたるようになりました。家庭生活の機能であった献立や

調理、服の製作、育児、看護が、職業化され社会の中で果た

される機能となってきました。ですので、学問的には、栄養

学、被服学、育児学、看護学、家庭管理学などは家政学として包括されるという考えで、介護は看

護、家庭管理の中で登場する家政学の中で教授されていました。 

20 世紀後半から、核家族化をはじめ、ライフスタイル

の変化が著しくなります。経済構造の変化もあり、家庭生

活として家庭内で行われていた家事が部分的に社会に移

転されるようになる「家事、育児、介護の外在化」 が始

まりました。私的なもの個別的なものが社会的なものにお

きかえられると、社会的分業の一環に編入されることにな

ります。これらは、公的に支給されたり、社会的労働の生

産物としてのサービスとなるわけです。このような社会構

造の変化がおこると、また、家庭内的な営みに変化がおこ

ります。次々と個々の世帯の外部に押し出し、家庭生活が営んできた再生産の部分を社会へ移転し

てきました。このようにして、家庭内で行われていた介護が社会化されていきます。 

 介護を主な業務とする職種が登場したのは、1963 年に制度化された老人福祉法においてです。

老人福祉法制定の過程では、医療的管理を行う「看護老人ホーム」が想定されていましたが、制度

体系や人材等の課題があり、家族機能の補完的対応施設として「特別養護老人ホーム」が設置され、

家族の代わりに「介護」を担う職業が誕生しました。介護の専門化の始まりは、1987 年の社会福

祉士及び介護福祉士法の制定と「介護福祉士」の国家資格の創設です。介護従事者として位置付け

られていた家族やボランティア、ホームヘルパー、家政婦、看護師などが行ってきた方法とは別に、

独自の技術と知識と価値をもった介護方法が構築され、新しい介護という生活ニーズに対応する方

策として、制度に基づく「介護福祉」が誕生しました。 

 このように、共感能力から始まった介護は、日本の家庭生活の一部として継承され、女性の高等

教育と同時に職業教育が推し進められて職業化されました。そして、長寿化と家族の核化に対応し、

社会福祉の領域で非貨幣ニーズとして認識されるようになり、介護保障としての「介護福祉」が登

場しました。社会化を果たした介護は、産業としても確立されました。家事機能としての介護と職

業化、社会化された介護、そして産業としての介護が存在する中、介護は私達の文化としても継承

されています。  

 

 今日は、介護の始まりから介護福祉の確立までをお話させていただきました。ご清聴有難うござ

いました。 
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１１月・１２月・１月の予定表 
★：面接授業 特：特別講義 定：定期講座 PC：パソコン勉強会 科目：科目登録サポート   ：閉所日 

2019 年１１月 
月 火 水 木 金 土 日 

    1  2  3 文化の日 

4  5  6  7 定生形 8  9 ★ 10 ★ 

11  12 定小笠原 特植田 13  14 ★ 15 ★ 16 ★ 17 ★ 

18  19 特長岡 20 ★ 21 ★ 22  23 勤労感謝の日 24  

25  26  27  28 特羽竹 29  30 ★  

１日・・・研修旅行 
８日・・・第 2 学期 通信指導 提出受付開始（Web ～11/29） 

１０日・・・２０２０年度 大学院博士全科生 第 2 次選考（面接試問） 
１５日・・・第 2 学期 通信指導 提出受付開始（郵送 ～11/29） 
１７～１８日・・・２０２０年度 大学院修士全科生 第 2 次選考（面接試問） 
２９日・・・第 2 学期 通信指導提出期限 

2019 年１２月 
月 火 水 木 金 土 日 

      1 ★ 

2  3 ★ 4 ★ 5 ★ 6  7 ★ 8 ★ 

9  10 ★ 11  12 定生形 13 特高城 14 ★ 15 ★ 

16  17 特平尾 18 特佐久間 19 特杉島 20 定小笠原 21 ★ 22 ★ 

23  24  25 特船橋 26  27  28  29  

30  31       

 １日・・・２０２０年度第１学期 教養学部、修士選科生・修士科目生 第１回出願受付開始（～2/29） 
２７日・・・１５時で閉所 
２８～３１日・・・年末閉所日 
 
 
 

2020 年 １月 
月 火 水 木 金 土 日 

  1  2  3  4  5  

6  7 特徐 8  9 定生形 PC 10  11 ★ 12 ★ 

13  14 PC 15  16 ★ 17 ★ 18  19  

20  21  22  23  24 特別閉所日 25  26  

27  28  29  30  31     

１～４日・・・年始閉所日 

２１日・・・単位認定試験〔夏季集中科目（看護）再試験〕 

２１，２２日・・・単位認定試験〔大学院〕 

２３～３０日・・・単位認定試験〔学部〕 

 

 
京都学習センター利⽤時間 曜 日 利⽤時間 

通  常  期  間 ⽕〜⽇ ９︓３０〜１８︓００ 

単 位 認 定 試 験 期 間 ⽕〜⽇ ８︓４５〜１８︓４５  
令和元年１０⽉  発⾏  第１０３号 

 


